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(百万円未満切捨て)
１．令和４年３月期の連結業績（令和３年４月１日～令和４年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

４年３月期 5,389 △3.3 △562 - △432 - △448 -

３年３月期 5,575 △22.2 △1,029 - △963 - △745 -
(注) 包括利益 ４年３月期 △159百万円( -％) ３年３月期 △618百万円( -％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

４年３月期 △292.71 - △9.8 △6.7 △10.4

３年３月期 △486.55 - △14.6 △13.0 △18.5
(参考) 持分法投資損益 ４年３月期 百万円 ３年３月期 △8百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

４年３月期 6,480 4,484 69.21 2,927.39

３年３月期 6,482 4,646 71.6 3,032.88
(参考) 自己資本 ４年３月期 4,484百万円 ３年３月期 4,646百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

４年３月期 △256 △75 △176 1,579

３年３月期 △364 730 △6 1,952
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

３年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

４年３月期 - 0.00 - 0.00 0.00 - - -

５年３月期(予想) - 0.00 - 0.00 0.00 -

　

　

３．令和５年３月期の連結業績予想（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 - - - - - - - - -
(注）令和５年３月期の連結業績予想につきましては、現時点での合理的な算出が困難であるため未定とさせていた
だき、連結業績予想の開示が可能となった段階で速やかに公表いたします。

　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 -社 (社名)- 、除外 -社 (社名)-
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) ４年３月期 1,552,500株 ３年３月期 1,552,500株

② 期末自己株式数 ４年３月期 20,469株 ３年３月期 20,469株

③ 期中平均株式数 ４年３月期 1,532,031株 ３年３月期 1,532,031株
　

発行済株式数に関する注記
　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　令和５年３月期の連結業績見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大や国内外の経済・社会環境も大
きく変動していることもあり、現時点で連結業績予想の合理的な算定が困難であることから、未定としておりま
す。
　今後、事業への影響を慎重に見極め、連結業績予想の合理的な算定が可能となった段階で、速やかに公表いたし
ます。なお、連結業績予想に関する事項は、３ページの「次期の見通し」をご参照ください。

　


